
工事関係者が安全を祈願
新園舎の建設工事が始まる

来春の浜岡保育園民営化に伴い、「（仮称）やまもも
保育園」の建設工事安全祈願祭が８月２日、建設予
定地で執り行われました。同園の敷地面積は8000
平方㍍で、鉄骨平屋の園舎は延べ床面積1600平方
㍍、定員は現在の浜岡保育園と同じ130人です。社
会福祉法人やまもも福祉会の後藤憲志理事長は「今
までの実績や経験を生かし、地域福祉のために最善
を尽くしたい」と抱負を話しました。

もてなしスイーツを発掘
860人が新スイーツを審査

市観光物産会館なぶら館で、お茶に合うスイー
ツを選ぶ「みなと御前崎スイーツコンテスト」が８
月17日、18日、20日に開催されました。周辺市町の
11店舗が出品。グランプリに選ばれたのはイタリ
アンジェラートＭＡＲＥ（御前崎市）の「つゆひかり
のアイスもなか」。今後は新しいお土産品として御
前崎港客船誘致協議会が普及に向けた PRや販売な
どのサポートをしていきます。

全国大会での活躍を誓う
御前崎市出身のサーファー３人

「第54回全日本サーフィン選手権大会」に出場す
るサーファー３人が８月６日、市役所を訪れ栁澤市
長に全国大会への抱負を話しました。
出場者は、35～44歳のシニア部門に渡邊圭さん

（新谷区）、45歳～51歳のマスタ－部門に松井弦一
郎さん（新谷区）、52歳～58歳のグランドマスタ－
部門に小野田政宏さん（女岩区）。３人は栁澤市長に
大会での健闘を誓いました。

ふ化したカメを海へ放流
北こども園の園児31人が８月22日、市ウミガメ
保護監視員が産卵時に保護し、当日ふ化したばかり
の子ガメ９頭を下岬海岸の海へ放流しました。
園児が、海に向かって歩き出した子ガメに「頑張
れ」「また元気に御前崎まで帰ってきてね」と声を掛
けると、体長７㌢ほどの子ガメは、時折立ち止まっ
たり、振り返ったりしながらも園児の声援を背に、
元気に海へと旅立っていきました。

御前崎へまた戻ってきて
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